
 

令和５年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 美園 小学校 ）     学校番号 １０３                              【様式】 
目 指 す 学 校 像 美園小の新たな伝統を築き上げ 美園の地に信頼を土台とした子ども一人ひとりが輝ける学校        

          

重 点 目 標 

１ 「学びの自律化」「学びの個別最適化」「学びの探求化」を図りこれからの時代に求められる資
質・能力を育成する 

２ 安心・安全な教育環境を整備し、人間性豊かな子どもたちを育てる 
３ 地域とともにある学校づくりの推進 
４ 教職員の資質向上を図り、持続可能な教育活動を実践する組織づくり 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和 年 月 日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

〇昨年度の市学習状況調査の結果では、現４年～

６年において大きな差異はなく、概ね市平均と

同等の状況である。但し、国語の「話すこと・

聞くこと」「書くこと」において課題が見られ

る他、学びに向かう力に関するアンケート項目

においても国語を中心として意識が低い傾向が

みられる。 

〇ＩＣＴを活用した学びでは、ＩＣＴを活用する

優位性への理解や、実際の活用も行われている

実態は見られる。しかし、有効的な活用という

では、授業中心に課題が見られ、児童がＩＣＴ

の活用の有効性を実感できるような授業改善が

必要とされる。 

〇教科担任制は、５年及び６年で実施している。

５年は一部教科、６年では５年よりも更に拡大

して実施している。担任以外の教員が多数関わ

ることにより児童理解等での効果が見られる。 

・ＩＣＴ環境を

最大限に活用

した学びの充

実 

 

 

 

 

 

 

①学校課題研修を中心に、ＩＣＴ環境を

最大限に活用した主体的・対話的で

深い学びを目指した授業改善を図

る。 

②学校での学びと家庭での学びの連続性

を重視する。 

③「さいたま市スマートスクールプロジ

ェクト」開発協力校として、「学び

方」「教え方」「働き方」の更なる

改革の推進に寄与する。 

①ＩＣＴを活用した実践の検証を昨年度

以上に図るとともに、実践事例の収集

と活用が図れたか。 

②家庭学習において、学校との関連を図

った取組をＩＣＴを活用して実施する

ことができたか。 

③ＩＣＴを活用することで、授業改善や

業務改善を図ることができたか。 

 

 

 

  

・教科担任制に

よる学習指導

と生徒指導の

質的向上 

①専門性を深める授業を実践する。 

②多面的な評価とそれに基づく指導の充

実を図る。 

 

〇教科担任制の効果検証を実施し、次年

度の教育計画に効果を反映させること

ができたか。 
   

・「さいたまＳ

ＴＥＡＭＳ教

育」の実践 

①｛ＳＴＥＡＭＳタイム｝の確実な実施

と改善を図る。 

①指導計画通りの実施ができたか。 

②実施の検証を行い、次年度指導計画に

反映させることができたか。 

   

2 

〇ポストコロナを意識して、制限をはずした教育

活動が展開されつつある。どこまで制限を外し

て行うか、従来のやり方の効果を十分に吟味し

た上での内容検討が実施されている。 

〇学校教育目標の「きれいな学校」を維持しよう

とする意識は、児童及び教職員には浸透してい

る。但し、施設の老朽化が徐々に始まり、施設

の維持、緑化環境の維持では、金銭的な問題も

絡んで難しくなってきている。 

〇児童全体では、規範意識や相手を尊重する意識

は、ある程度高い状況が見られる。しかし、些

細な事でのトラブルも多くなりつつある。 

・安心・安全で

快適な教育環

境づくり 

 

 

①ポストコロナの状況を見据えた教育活

動の実現を図る。 

②学校にふさわしい環境の整備と維持を

行う。 

③危機管理意識を高めた対応の充実を図

る。 

①十分に吟味された内容で教育活動が展

開されているか。 

②校舎内外の環境整備が図られている

か。 

③児童及び教職員の危機管理意識を高め

ることができたか。 

   

  
・子どもたちの

豊かな人間性

を育むシステ

ムづくり。 

 

 

①共通理解と共通行動による生徒指導を

実施する。 

②コミュニケーション力の育成・充実を

図る。 

③一人ひとりの児童の Weii－being を大

切にする支援の充実を図る。 

①生徒指導委員会を中心に一致した生徒

指導、対応、支援を組織で行うことが

できたか。 

②挨拶や他者理解等コミュニケーション

力を育む指導を実施できたか。 

   

3 

〇学校だよりや安心メール、諸会議等を通じて、

学校の情報を積極的に発信している。また、そ

れらを通じて、連携の強まりが見えるようにな

っている。これから、更なる強固な連携へと発

展させていきたい。 

〇昨年度の学校運営協議会では、「『あいさつ』

から広がるあたたかな街づくり」プロジェクト

を実施し、地域、保護者と学校との連携や小学

校と中学校の連携、児童生徒の意識の向上等の

成果が見出されている。これを基として、活動

の維持継続、展開の拡大を図ることが求められ

ている。 

・保護者・地域

への情報発信

を通した開か

れた学校づく

り 

①学校だより、ホームページ、学年通

信、学校安心メール等を効果的に活用

する。 

②「学力向上ポートフォリオ」を通した

現状理解と手立ての明確化を行う。 

〇様々なツールを最大限に活用して情報

発信を行い、本校への理解を深めても

らうことができたか。    

  

・地域に根ざし

た 教 育 の 推

進。 

 

 

 

 

 

 

①合同学校運営協議会、スクールサポー

ト・ネットワークを核にし、学校と保

護者、地域が協働した子どもの成長を

支え、地域社会作りに寄与するシステ

ムの構築を更に進める。 

②コミュニティ・スクールとして小中合

同活動と美園学習の実践を進める。 

③防犯ボランティア等関係機関との連携

の充実を図る。 

①学校運営協議会の取組を拡大させ、ま

た、ＳＳＮの取組を基にして、協働し

ての体制づくりを行うことができた

か。 

②防犯ボランティア等学校安全ネットワ

ークの連携を基に、児童の登下校の見

守り体制を確立し、児童の安全確保を

行うことができたか。 

   

4 

〇若手教員や経験の浅い教員が多くなり、教科指

導や児童理解、生徒指導、学校運営と様々に懸

念が生じている状況は見られる。また、それら

の問題に対応するために、年次研修や学校課題

研修等様々な場を活用し、資質の向上を図って

いる。 

〇メリハリのある働き方や終業時刻を意識して業

務を取り組む等、少しずつ働き方改革への意識

は浸透してきてはいる。但し、終業時刻原則１

８時３０分、学校閉庁時刻２０：００を守る処

までは至っていない状況がある。 

・教職員のキャ

リア段階に応

じた資質・能

力の向上 

 

 

 

 

 

 

①教職員のキャリア段階に応じた資質・

能力の向上を図る。 

②教職員一人ひとりの専門性を深めるた

めの教科担任制や専門性を生かす学年

内分担を実施する。 

③ベテラン・中堅教員から若手教員等経

験が浅い教員へ教師力の伝承を行う。 

④確実な「報告、連絡、自分の考えや見

通しをもった上での相談、見届け」を

基盤とした組織的対応を日常化とす

る。 

①様々な取組から、個々の教職員が資

質・能力の向上を実感としてとらえる

ことができたか。 

②学校における課題において組織として

の対応を実施し、その実践を基に資

質・能力の向上を実感することができ

たか。 

 

 

 

  

・働き方改革の

推進 

 

 

 

①持続可能な働き方の模索と意識改革を

図る。 

②終業時刻原則１８時３０分等を意識し

たメリハリのある働き方を実践する。 

③効率的な学校運営を推進する。 

④業務の平均化と協働意識を醸成する。 

①時間外在校時間等を意識して、持続可

能な働き方を個々に考え、実践するこ

とができたか。 

②学校全体として業務の平準化、効率化

を図ることができたか。 

 

 

 


